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新設小学校の計画から実施設計までを一括して外注させる補正予算（可決）
特定疾病療養者見舞金制度の見直しに関する陳情書（不採択）
「森友学園」「加計学園」問題の真相究明を求める意見書（否決）
憲法尊重擁護義務の厳守を求める意見書（否決）

６
月
22
日
、
副
市
長
に
放
射
能
対
策
の
緊
急
申
し
入
れ
を

行
う
市
議
団
。
近
隣
市
で
基
準
値
を
超
え
る
高
濃
度
放
射

能
汚
染
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
各
所
の
再

調
査
・
再
点
検
な
ど
を
求
め
、
各
小
中
学
校
の
ビ
オ
ト
ー

プ
の
測
定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
友
学
園
・
加
計
学
園
」
問
題
で
は
、

閉
会
中
の
国
会
審
査
が
い
よ
い
よ
開
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民
の
世

論
と
運
動
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
６
月
議
会
に
日
本
共
産
党
が

提
出
し
た
『「
森
友
学
園
」「
加
計
学
園
」
問

題
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書
』
は
、
賛

成
13
、
反
対
14
（
流
政
会
の
大
部
分
・
自
民
・

公
明
）
の
１
票
差
で
惜
し
く
も
否
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
下
記
表
を
参
照
）

　

市
民
に
身
近
な
市
議
会
議
員
が
、
市
民
の

世
論
に
背
を
向
け
て
、安
倍
内
閣
を
「
忖
度
」

す
る…

。
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法
に
続
き
共

謀
罪
法
ま
で
強
行
。
さ
ら
に
「
戦
争
す
る

国
」
へ
と
９
条
改
憲
を
打
ち
出
し
た
安
倍

政
権
の
暴
走
に
、
強
い
怒
り
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

７
月
２
日
投
票
で
行
わ
れ
た
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
で
、
自
民
党
は
歴
史
的
な
敗
北
。

首
都
の
有
権
者
は
、
政
治
の
私
物
化
な
ど
に

不
信
を
突
き
付
け
ま
し
た
。

　

世
論
調
査
で
も
29
・
9
％
（
時
事
）
と
支

持
率
が
急
落
。
す
べ
て
の
調
査
で
不
支
持
が

支
持
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。「
支
持
し
な
い
」

理
由
の
第
一
が
「
首
相
が
信
頼
で
き
な
い
」

に…

。
日
本
共
産
党
は
、
解
散
・
総
選
挙
で

国
民
の
信
を
問
え
と
求
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
、
安
倍
首
相
は
「
憲
法
９
条
に

３
項
を
設
け
自
衛
隊
を
明
記
す
る
。
２
０
２

０
年
に
施
行
を
目
指
す
」
と
表
明
。「
憲
法
９

条
を
空
文
化
す
る
も
の
」
と
批
判
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
に
、『
９
条
改
憲
』
に
つ
い
て

井
崎
市
長
は
「
期
限
を
定
め
る
こ
と
な
く
、

慎
重
に
か
つ
十
分
に
議
論
さ
れ
る
も
の
」
と

答
弁
。
拙
速
な
改
憲

論
議
に
否
定
的
な
見

解
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
せ
と
教
え
る
教

育
勅
語
。
１
９
４
８
年
国
会
で
排
除
、
失
効

の
決
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
政
府
は
「
教
育
勅
語
を
教
材
と
す
る
こ
と

を
否
定
し
な
い
」
と
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
国
民
主
権
を
基
本
理
念
と
す
る

現
憲
法
と
教
育
勅
語
は
整
合
し
な
い
」、
教

育
長
か
ら
は
「
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
今

後
も
勅
語
の
内
容
を
指
導
し
な
い
」
と
前
向

き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

自民保守派
公明が反対

「
森
友
学
園
・
加
計
学
園
の
真
相
究
明

　
　
求
め
る
意
見
書
」は
一
票
差
で
否
決
！

力
を
合
わ
せ
、よ
り
良
い
政
治
に

力
を
合
わ
せ
、よ
り
良
い
政
治
に

「
と
ん
で
も
な
い
！ 

政
治
の
私
物
化
」

９条
改憲
「
期
限
を
決
め
ず
に
慎
重
審
議
を
」

市
長
答
弁

教育
勅語
「
教
育
勅
語
の
内
容
を
指
導
し
な
い
」

教
育
長
答
弁

憲法が生きる政治を憲法が生きる政治を 日　本
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教員の多忙化
解消へ

教員の多忙化
解消へ

身
近
な
要
求
実
現

徳
増
き
よ
子

「
見
や
す
く
な
っ
た
」

木
谷
工
業
前
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

植
田
　
和
子

江
戸
川
台
西
口
駅
前

通
路
改
修
で
水
た
ま
り
解
消

和
田
堀
改
修
、

水
害
対
策
前
進（
三
輪
野
山
）

い
ぬ
い
紳一郎

駅
前
駐
輪
場

待
機
解
消
へ
一
歩
前
進

小
田
桐
た
か
し

　中学教諭の１週間の平均
勤務時間は63時間18分で、
１日あたり12時間。過労死
ラインを超えています。こ
れでは、健康を維持し生き
生きと子どもたちに接する
ことは困難です。
　教育委員会は勤務時間の適
正化強化月間で超過勤務の縮
減、部活動は週１の休養で多
忙化解消すると答弁。実効性
ある取り組みが求められます。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
小

中
学
校
の
適
正
規
模
を
18

学
級
と
し
、
大
規
模
校
（
25

学
級
以
上
）
及
び
過
大
規
模

校
（
31
学
級
以
上
）
で
は
、

一
人
一
人
が
活
躍
す
る
場

や
機
会
が
少
な
く
な
る
、

人
間
関
係
が
希
薄
化
、
教

員
集
団
で
き
め
細
か
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

ど
と
指
摘
し
、
31
学
級
を

目
安
に
新
設
校
等
を
検
討

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
市
長
の
政
策

判
断
の
も
と
、
人
口
急
増

に
対
応
せ
ず
、
市
内
各
地

で
大
規
模
校
・
過
大
規
模

校
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

２
校
に
３
千
人

　

小
山
小
学
校
と
八
木
北

小
学
校
の
２
校
に
最
大
98

学
級
、
３
千
人
を
詰
め
込

む
計
画
を
学
区
変
更
だ
け

で
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
姿

勢
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
は
批
判
す
る
意
見
が
噴

出
。

無
計
画
行
政
の
ツ
ケ

　

さ
ら
に
、
想
定
外
の
新

設
小
学
校
の
予
定
地
は
、

多
く
の
児
童
が
い
る
地
域

か
ら
遠
く
離
れ
、
大
型
車

両
が
数
多
く
走
る
大
規
模

道
路
を
渡
る
通
学
路
に
な

り
ま
す
。

　

来
年
４
月
、
国
保
の
運
営

主
体
が
流
山
市
か
ら
千
葉
県

に
移
り
ま
す
。
国
保
制
度
は
、

年
金
生
活
者
や
非
正
規
労

働
者
な
ど
、
低
所
得
の
方

が
多
く
加
入
し
て
い
る
た

め
、
心
配
な
の
は
国
保
料

は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

千
葉
県
が
実
施
し
た
２

回
目
の
仮
計
算
で
「
２
万

３
２
３
１
円
（
年
）
上
が

る
」
と
船
橋
市
は
議
会
で

公
表
。
い
っ
ぽ
う
流
山
市

は
「
保
険
料
が
上
が
る
傾

向
に
な
る
」
と
い
う
答
弁

の
み
で
隠
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
議
団
の
調
査

で
流
山
市
は
、
１
万
９
４

８
７
円
（
年
）
と
県
下
４

番
目
の
上
げ
幅
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
を
直
撃
す
る

国
保
料
引
き
上
げ
は
さ
せ

な
い
よ
う
力
を
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
「
母
に
な
る
な
ら…

」
と

の
宣
伝
に
も
関
わ
ら
ず
、

流
山
市
の
今
年
４
月
時
点

の
待
機
児
は
国
基
準
で
92

人
、
求
職
中
等
も
含
め
た

待
機
児
実
数
は
３
０
７
人

に…

。
だ
か
ら
こ
そ
保
育

士
の
処
遇
改
善
は
、
喫
緊

の
課
題
な
の
に
、
千
葉
県

は
本
腰
を
入
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
３
月
に
実
施

さ
れ
た
知
事
選
で
熱
い
争

点
に
な
り
、
よ
う
や
く
県

独
自
の
『
ち
ば
手
当
』
支

給
を
決
定
。
流
山
市
で
も

活
用
で
き
る
よ
う
６
月
議

会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

市
は
「
活
用
で
き
る
よ

う
前
向
き
に
検
討
す
る
」

と
答
弁
。
更
な
る
処
遇
改

善
に
踏
み
出
し
ま
す
。

　

し
か
も
、
学
校
規
模
は

47
学
級
、
１
６
０
０
人
強

…

こ
れ
は
市
内
最
大
ど
こ

ろ
か
日
本
一
、
二
を
争
う

超
過
大
規
模
校
で
す
。今
後
、

中
学
校
の
学
区
変
更
、
教

室
不
足
も
想
定
さ
れ
、
子

ど
も
も
保
護
者
も
地
域
も

行
政
の
都
合
で
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
６
月
議

会
の
補
正
予
算
に
、「
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
住
民

の
意
見
を

聴
く
機
会

が
削
減
さ

れ
る
」
と

反
対
し
ま

し
た
。

「
人
口
急
増
」流
山

　
問
わ
れ
る
学
校
の
適
正
配
置・適
正
規
模

Ｈ29年４月に市教育委員会が作成した
想定値（過大規模校の推移）

※小山小・八木北小学校は学区変更した場合

Ｈ29年
４月１日現在

Ｈ35年度

流山小、小山小、
おおたかの森小学校

流山小、八木北小、
小山小、おおたかの森小、
南流山小学校、
おおたかの森中学校

保
険
料
値
上
げ
狙
う

保
険
料
値
上
げ
狙
う

国保

保
育
士
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
へ

保
育
士
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
へ

保育

もっと住民の声をもっと住民の声を
聞く市政を聞く市政を

　
議
会
の
役
割
は
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
試
行
と
は
い
え
６
月
議
会
か
ら
質
問
の
持
ち
時
間
を
10
分
短
縮
し
30
分

に
す
る
こ
と
を
自
民
・
公
明
・
市
民
ク
ラ
ブ
の
賛
成
で
決
定
。
本
会
議
が
３
時
に

終
了
す
る
事
態
も…

。 

市
民
か
ら
も「
と
ん
で
も
な
い
」の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市議会議員市議会議員市議会議員 市議会議員

徳増きよ子小田桐たかしいぬい紳一郎 植 田 和 子
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